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【はじめに】 

伸縮可能な電子デバイスは人間の肌や内臓、

衣服などの伸縮する自由曲面に密着させるこ

とが可能であり、ウェアラブルな医療デバイス

や電子人工皮膚への応用が期待されている。最

近、カーボンナノチューブ(CNT)を電極・チャ

ネルに用いた伸縮可能なカーボンナノチュー

ブ薄膜トランジスタ(CNT TFT)が報告されてい

るが、歪に対する特性の安定性の向上や駆動電

圧の低減が課題である。 [1] 本研究では、局所

ひずみ緩和層を導入し、低電圧駆動可能なカー

ボンナノチューブ集積回路を実現した。 

【実験と結果】 

本研究の CNT TFTは半導体 CNTの薄膜をチ

ャネルとし、CNT薄膜による透明電極と Al2O3 

(50 nm)によるゲート絶縁層によって構成し、

PDMS上に作製した。チャネル領域の上に比較

的ヤング率の高いポリマーを設けることで、チ

ャネルの歪みを局所的に抑制した。 

作製したインバータの特性を Fig. 1に示す。

作製したインバータは E/D 型の回路構成とし、

チャネル幅を調整することにより閾値を制御

している。電源電圧 1.5 V以下でヒステリシス

のない反転動作が得られ、1 Vにおいても動作

を確認し、ゲインは 40 dBであった。 

Fig. 2 はインバータの消費電力である。ピー

ク消費電力は~10-7 W、最低消費電力は 10-10~10-

11 Wであった。伸縮可能なデバイスにもかかわ

らず、低電圧・低消費電力を実証している。 

謝辞：半導体 CNTは TASCより提供を受けた。

本研究の一部は、JSPS 科研費、JST/CREST の

成果である。 

[1] D.-M. Sun et al., Nat. Comm. 4, 2302-1-8 (2013). 
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Fig. 1 Voltage transfer curves of fabricated inverters. 
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Fig. 2 Power consumed at the output node of the 

fabricated inverters. 
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